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動く遺伝子

一一免疫現象の分子巡伝学的基礎一一

l鈎3年 12月S日〈土〉午後2時～4時

第28固定例仁科記念自陣演会

早稲聞大学理工学部fi7号館却2番教室においτ

大阪大学医学部教授 本庶 倫

物理学と生物学

ただいまご紹介にあずかりました本燃で

ございます．先ほど久保先生のご紹介にも

ありましたけれども．また．皆さん．ご存

知の方も多いと存じますが．仁科先生は日

本の物理学の父とも申し上げたらいい方だと思います。ζのような仁科先生の

記念鶏演会でお話しできますことは弘にと勺て非常な光栄でございます。私

は，高等学校から大学に入る績は，まあある程度自然科学全般に興味を持って

おりまして．そういう方向に進みたいと患っておりました。ところが，どうも

物理学というものは，もうすっかり解っているという感じがしまして，解って

いることは．もうあんまり興味が湧かなかったのです．その点生物学というの

は．きわめて神泌的な色彩を得びておりまして．たとえば．先ほどの映踊「免

疫を採る」を御覧になりますと，生物学というのは物理学とltベて神秘的だと

いう感じをますますお持もいただけたかと怒いますが，事え自身もそういうふう

な感じを持。ております。それで， まあ． なんとな〈生物学のほうに興味を

そそられました。もっとも．物混学というのは私にとって幾しすぎたというこ

ともございましたけれども．ところが最近になって見ますと．物理学というの

はそれほど構図としたものではなくて，まだまだ非常に底が深〈て，また，そ

の中でも．高等学校で弘どもが習いました，いわゆる孟品目ト Y力学とは遣い

まして，この世界というのは非常に不確定な袈国でできているということが．

しだいに私自身にもわかってまいりました。こういう不確定な襲来というの

は．また，これ．サイ且ンスというものとある意味では矛盾しているような気
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がしたわけです。科学というのは一般的に非’常に明快なはっきりした結論とい

うものを好みますし．何となく釈がわからないことに非科学的であるという営

業を似！っているわけですから，物理主学で，ある時間で指定しても，物事を必ず

しもきちっと回定できないということは，私にとって非常な驚きであったわけ

です。生物学というのは，もちろん，先ほどから申し上げているようにきわめ

て神秘的，不確定なものでありまして，細胞とレえどもーっとしてじっとして

いない。そういうことから不確定なことは生物学にとっては当然のことであり

ます。何か訳のわからんものは，まあ，生物学に特有であるかのような印象を

多〈の方が持っておられる。特に物理の方から見ますと，われわれは訳のわか

らんことをやっている，まあ，生物学者。とはそういう人種だというふうに怒わ

れるかもしれません。

遺伝と遺伝子

生物学の中では，今日お話し申し上げま

す遺伝学はもっともはっきりとしたもので

あると合われておPます。生物学の中で唯

一たよりになるものは遺伝学である，遺伝

子というのは磁を曾わないということが少なくとも弘が大学に入った頃はかな

り常織として定婚していたように患います。遺伝学というのは，ご承知のよう

にメ Yデんから始まったようですが，メンデルの分離の法員IJでf,f:の代に形質が

3:1で生じるとかし、うことは皆さんよくご承知のことと思いますけれども，メ

Yデルの最大の功績は遺伝子というものが確聞とした根絶的な単位であるとい

うことをはっきりさせたことであります。それ以前は遺伝ということは何とな

く淡然と感じられていたことで，銀から子へ何らかの形質が伝わるということ

は古〈から知られていたことでありますが，その当時の考え方と申しますの

は，たとえば色の白い人と黒い人が結婚してできた子供が浅黒い子であると．

これは親のこつの形質が子供の中で交じり合って，ちょうど，コーヒーにミル

グを入れるとカフェ ーオーνという色ができる，そういうふうな考え方であり

ます。しかし．メンデんは，『いや，そうではない。一見，中間のような形質，

あるいは場合によっては一方の形貨が抹殺されてしまうような子供ができるけ

れども遺伝子としてはち＂＇んと独立した織能単位として子供の中にも存在して

おる。それが孫の代になって独立して裂に形質を鎖すのであり，これは裂から

子といった緩い期間だけではなくずっと子々孫々伝わっていくのである。」とい
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うことを初めてはっきりと夜明したわけであります。これ以来，遺伝子という

ものは生物学を支える線底として多くの研究者がいろんな角度から研究して．

たしかに遺伝子というものは間違いなくはっきりとした情報を持ちわれわれの

生命体としての桜能，形態を規定するものであるという経鎚が得られてきたわ

けであります．ところが，今日．私がお話し申し上げたい最大の点は，確聞と

したものであると考えられてきた遺伝子が突はよく潟ベて見ると．非常に不確

定で．非常にダイナミックなll'l:・9毛と選択との波間に潔うきわめて不確定な物体

にすぎないということであります．物理学にかぎらず，生物学におきましても

ほんとうに常に変わらない不変の物体というものはあり得ず， 7常に動的な平衡

の中にあるということがIll怨されるようになってきたということをお話し申し

上げたいのです。

免疫学の問鐙点

免疫学の問題点は．先ほどの鉄函の中に

も出てまいりましたように，一言で申しま

すと．そり多織性ということにあります。

多様性．茶話で dive四ityと申しておりま

すが，とれは織々な然物に対してわれわれが防御することができる．という点

から多様性が必要とされるわけであ9ます。ネズミとか也トなどの寓得動物に

おきましては防御すベき対象，すなわち典物は仮に百万重量類を越えるというふ

うに曾われております。したがいまして，本たちは，やはり百万事u買を超える

だけの防御・ンステムを備える必要があるわけであります。もし，それがない場

合は弘たちは感銭その他の外界からの侵入に対して自分を守ることができず，

長い地球上の生物聞の生き残りのr,uq，，のなかで決して今日まで生き延びること

ができなかったわけであります。ではどのようにして，そのような百万種類を

超えるような湾大な敬の多様性を私たちが苑現することができるのか．また．

それだけの多機な情報を怠たもの遺伝子がどのようにして刻みこんでいくのか

というととが大きな問題であります。免疫の多機性について穏るためには簡単

に免疫のシステムについてお言語し申し上げなければいけませんが，あまり鯵し

いお昔話しでもかえってじゃまになるだけかもしれませんので，きわめて簡単に

申しょげます。

先ほどの映画にありましたT細胞というものと B細胞というニつのりンパ

球でわれわれの防御システムはできておりますが.Tリγパ珠については峡磁
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の中で鮮しく紹介されましたように，いわゆる細胞自身が直接敵を攻暗躍すると

いう防御システムであります。ところがB細胞の場合は，今度は細胞が抗体

という物質を作りましてその抗体が異物と反応して私たちの体を守る，こ うい

う仕組みになっております。ですから，B細胞による免疫系の場合には抗体の

多織性，抗体分子の多喜理性という形で私たちの防御γステムの多様性が実現さ

れるわけであります。抗体の多様性にはこれまた二通りの面があります。第一

の簡はいま申し上げましたように非常にたくさんの樋類の抗原と結合し得ると

いう役割でありまして， これは抗体分子の内のV領繊という吉草分で担われて

おります。あとでまたスライドをお見せしますが．抗体分子というのはー般に

Y字型の構造をしております。ニ方向に聞いた側がアミ ノ末端で直線の側が

カルポキシル末端であります。アミノ宋端部分がV領域と呼ばれ， 抗原との

結合に関与します。残りの部分はC領域と呼ばれ． 8 ないし9種~あります

〈図1）。 C領域はいろいろな生理活性の典なる役割をt主体に与えるものであり

ミ夕、

ザミ1」；
筒 l 銑体分干の構暗

ます。これは，たとえば．アレルギーというのをよくご存知だと思いますが，

この場合はTgEという抗体がアレルギーに関与しております。それからいろ

んな細菌をつかまえてこれをマグロ ・ファージにとって食ベやすくするために

はfgGといったものが役割をしております。それから給litや唾液腺とかそうい
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うものから分硲される抗体， これは lgAとレった名前で呼ばれております．

抗体の多線住といいますのはV領域の績娯が10・を超えるような数だけある

ということと．一つのV鎖域を取り出してもこのような様々なC領威主結合

することによ勺て違う ~]fill豊富島を持った抗体を作るという ？ こういう二つの面

があるわけであります。また， これを生物体という部でながめて見ますと，一

つは，ー鱒｝健の僧体の中のリ γパ球ごとの違い．リソパ球間の多様憶という

商があります。これは，先ほどの映画にでてきました｝鍋ー倒のPYバ球が突

は必ずー縫頬の抗原との結合能力を持った抗体しか作らない．一つの9Yパ球

は｝つ。ですから．私たちの体の中で，個々のリンバ球がそれぞれに途う抗体

を作るようになっているのであります。それからもう一つの簡は，今度は個体

問の蘭があります。健体問と申しますのは.Aさんと Bきんでは作り得る抗

体の種類が必ずしも同じではありません。｝般に人に共通した抗体のいわゆる

問 petoirというものがありますけ九と・も．それを少しはずれますと，人によっ

てはジフテリア帯型軽に非常によく反応し得る人，またある人はジフテ 9アm紫

に反応しない人とb向、ろいろな裂がありますし，作り出す抗体の織洛もi激締な

部分ではまた違っております。こういうふうないろいろな商から．抗体といっ

たものは私たちの生体の中でもきわめて多隙主主に富んでいるシステムであると

いう4とができます。

抗 体遺伝子は

一つなが りでは

ない

このような抗体に関して。遺伝子の窃か

ら最近研究が進んでまいりました。遺伝子

扱作と曾われる方法によりまして，抗体の

遺伝子を単離することが可能になりまし

た．図2は抗体の遺伝子を電子顕微鏡写真

でJtたものであります。いるいろなんープが見えるところに突は抗体の遺伝子

の趨基配列が組み込まれております．遺伝子そのものは，どこをJI,宮しても2

＊のPボンがよ9あわさった糸状の DNAの覇軍造でありますから．ここに遺伝

子があるということを鬼平すくするために少しト 9, flを伎っております。こ

の，＜！／.銭で示したmRNAをこういうふうに抑し込むような形でここにループを

形成しております。すなわち。 リボγが3本ありますが， リポYは2*1..か

ベ7を作れません。 mRJ.'<Aというものは遺伝子の転写it物でありまして，悶

じ部分から DNAを鋳裂としてでてくるものでありますから． ことでmfu'<A
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＼ 

悶Z抗体遺伝干の電子制緩鰻寧翼

とDNAのリポゾをよりあわせることができます。そうしますと， 3本自の

DNAのl本は村八分tこな担ましてこういうふうなループを作るわけでありま

す。逆にこのループの位置からここに遺伝子が存在するということが分かりま

す。このルーヅは．しかLながら，抗体の遺伝子について． 一つながりのもの

ではなくこういうふうにいろいろなとこるで分断されているということがわか

ってまいりました。このことは，高等動物の遺伝子に今日では共通のことであ

Pますが．抗体の遺伝子で特にきわだ勺た特徴を持つことが明らかにされまし

た。さらにこの遺伝子の滋ll,配列を決定してこういうふうにながめて見ますと

これがー腐はっきりします（ll!l3）。上に7ルファベットのある部分はアミノ

般に翻訳され蛋白質の構造を規定している部分でありますが，この聞に無関係

なところがたくさん入り込んでおります。このようなことから遺伝子は一つな

がりではなし分断されて不連続の形で存在しているということが明白となり

ました。抗体の遺伝子について曾いますと，可19:llliすなわちV鎖繊＇ C領

域， こういうふうなdomainという名前で呼んでおりますのは蛋白質の立体

構造を形成する一つの単位でありますが，その単位が遺伝子の上ではこういう

ふうに別々の断片として組み込まれておるという ζとが，遺伝子を直接，単離

して，その構造を解析するという研究から今日はっきりしてきたわけであ9ま

す〈悶4）。
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守克 体 H 鎖 遺 伝

圃． 隠ミsi蕊巡隠巡｜
＼‘、‘、、 ．． 蕊蕊蕊ぶ蕊s罰

可第ヒ M !II 

変

1111 

mRNA 

H創世ンパヲ質

免IfずロプリンlgG H舗9ンパヲ圃It可変額Eっと定常吉＆3つの
ドメインおよび短いヒンジ都とからなっている．銑体H鋼遺伝子は
それそ’れのドメインごとに分断された構遣になっτおり， mRNAの
Jilt黙過程でつな曹’島わぜ｛スプライシンデ｝が皇室こる．

関 4 抗体H銭遺伝子

＝子

さて，これから申し上げることの要旨

抗体の遺伝子は

分化の過程で

再鎌成される

は， こういうふうな遺伝子がリ γパ球の分

化の過程に非常にダイナミックに遺伝子の

潟構成を行いながら．そうして最終的に，

先ほど申し上げました抗体の多線住の発現

にm大な役柄をしているということが抗体遺伝子を単離しその構造を担 yパ球

の遺伝子と未分化の，たとえば，F骨子の遺伝子と比較することによって判明し

たということです。

免疫学の問題というのは，先ほど申し上げましたように，いかにしてこのよ

うな曜大な多機性を発現し得るかということに尽きます。この事に関しまして

は免疫学者は何十年にわたって長い長い紛争を繰り返してきました。ー番単純

な考えブヲは，「敵は幾万ありとても」という歌がありますが，それと同じよう

に，いかに敵がたくさんあっても遺伝子がそれと悶じだけ数があればよいとい

う考え方でありまして，これは百万重量類あるならばそれに必要なだけ私たちは

やはり遺伝子を持っているのである，という非常に単純明快な考え方でありま
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す。それから。もう一方の極には．遺伝子の数はきわめて少ない， l個か2倒

かもしれない，しかしながら体細胞のレベルで遺伝子に突然変呉がたくさん入

り，そうして個々のリンパ球の閤で遺伝子の構成が．形が変わり．その結果と

して紘たちは個体全体としては鹿大な数の多様性を発現し得るのである，とい

う考え方があります。このニつの考え方は免疫学の中で南極織の考えでして，

長〈険争を続けてきたわけでありますが．いずれも決定的な線掲を得るには歪

らなかったわけであります。と申しますのは，遺伝子を直接扱うことができず

間接的な方法自由でもって遺伝子の構成．数，その形についての直接的な経処を

得ることは不可能であったからであります。こういう問題について，ほぼ多く

の人が同意する形で決~が得られるに至。ましたのは．過去5年くらいの研究

の結果であ廿ます。その期間に，いまRライドでお示ししましたように．高等

動物から忍どもが望む特定の遺伝子を単離してその構造を犠基配列．プリ：，' 

ピPミジγ といったゲミカんなνベルで遺伝子を怒る4とができるようになっ

たその結集であります。その結泉の緩略t主，非常に単純な原葱であります。い

ま，私たちが10偲の遺伝子を持っていたとしますと．これだけでは10滋りの

多敏性しか発現することができません。しかし．伺じ10倒の遺伝子を3つの

書草分に分断して， このあとで£fr意の組み合せを行いますと単純な算数で1α)I)

遜りの多様性を発現することができます。この方法を佼えば， ;fl..たちの遺伝情

報すなわちDNAの中の占める銑体遺伝子の割合は非常に少なくても．最終

的に発現される遺伝情報の量はきわめて憶大な散になる〈関5）。これが訟た

ち高等生物が長い進化の過程で獲得した巧妙な仕組みであPます。銑｛本の遺伝

子はL鎖と H鎖とそれぞれV領織を持。τぉ9ます。抗体の哲躍進〈関1）の

2本のうち長い方i),H鎖で，緩いつ町がL鎖であります。 両方にV領峨があ

ります。それぞれ＇ L鎖では二つの断片， VとJというふうに呼んでおり

ます• H鎮では三つの断片からできておりまして， これらの間の組み合せで

も。て尽大な多様性を発現するということが知られております。二の間の組み

合せはほほ・任意〈ラ：，ダム〉に起こるということが知られております。 しか

し．それだけではなしこのような組み合せのほかに汲終的に出来上が。た遺

伝子のなかに非常に高頻度で突然変爽（これは一般には厳選を股き綾えるとい

う形〉が起こりまして，その結果としてζの遺伝子が支配する蜜白貸のアミノ

敵配列が変わってくるわけであPます。こういう仕組みも抗体遺伝子では非常
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（ミ）寸－ CY, 
図 SV領腫の多醐性増大の仕組み

に強〈働いていまして，他の遺伝子に比ベて非常に高頻度に突然変典が起こる

ということが知られております。ですから非常に長く論争して，お互いに相手

は間違っているといっておりました二つの現鈴，すなわち，遺伝子の数が非常

にたくさんあるという考えと，それから遺伝子の数が非常に少ないという考え

とがまあ，ある:t：味では両方とも間違っていたわけでありまして，町立困層両成敗

というかたちでおさまったわけであります。先ほど申しょげた多様性のもうー

つの側函として， V領減と C領綾はいろいろな組み合せでつながり， その結

果たとえば銑イ yフル＂＇yザの抗体としましても lgMであり， !gGであり，

JgEであるというふうにいろいろな形が生じます。 この多様性を決めるもの

はやはり遺伝子の帯構成という形で発茨されるのであります〈図6）。 V：，， パ
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(i） 免疫？ロプリン遺伝子の発現にはONAの欠失による構造変換が
必喪である．

。） ONAの欠失は 2回起ζる。
(a）可変部遺伝子と定常部遺伝子の結合
(b）定常r.£遺伝子のヲラス変換

(3) ウラス変換における欠失はS領向車を介して起こる．

国 6抗体H鎖遺伝子＜≫2段階再構成

球のV領域は，いま申し上げましたように， H鎖の場合Ii三つの断片から成

っておりまして，これが一つながりになります。で，これをv.Jあるいは V,

D, J組み換えという名前で呼んでおりますが．こうした結果，完成されたV

遺伝子はある特定の抗原と反応する遺伝情報を究成したことになります。とこ

ろが， このV領域はここにありますようにいろいろな種類の C領戚の遺伝子

とそれぞれベ7で作られて，初めて完成されたH鎖が出来上がります。 この

ためにはS鎖織の問で再構成し中間部分を欠失する必要があります。この図

ではこのあ領峨とこのらぬ領織がつながって中間都分をループ状の形でょに失

する形で．完成されたV領織が新しいC領域の近傍にたぐり寄せられます。

こういうふうな遺伝子の組み換えのカによりまして， もう F つの韮iみ合せ，

すなわち， VとCとの様々な組み合せも起こるわけであります。すなわち．

特定のV（たとえばV，）というものがc,.と述結したり，C，と述給したり.C. 

と連結したりという ことが起こるわけであります。しかし，大切な点は．リン

パ殺の分化の過程における遺伝子の再構成は遺伝子断片の非常にダイナミック

で予yダムな組み合せで起こり，中間部分のL、らないところは欠失してどんど
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んなくなってしまうということです。このような基本的原理に基づいた遺伝子

の組み換えが，抗体の多様性の発現に非常に大きなカを及ぼしているというこ

とが明らかになったのです。

ランダムである

ことの効用

このようなことは，一体．それでは何を

意味するのか，どういうふうな意義がある

のか，ということを考えてみたいと思いま

す。まず，一審m婆な点は， PYバ球が分

化してい〈過程で起こる遺伝子の組み換えはラYFムであるということであり

ます。ランダムであるということは砿どもが前もってできる V領織を必ずし

も知らないということであります。これは，あるマキシマムな可能性はすベて

遺伝情報に蓄えられておりますが，しかしどれがどの程度の綴度で発現される

かということは偶然の結集であります。そのあとは選沢して私たちが必要とす

る抗体を作るようなリンパ球を選んでいかなければならない。という ことは，私

たちの身体の中では属大な無駄があるということであります。遺伝情報という

ものがもし無駄をなくして完全に必要なだけの遺伝情報という形で私たちの中

にあるとしたら，それは生命体としては非常に弱いものである。なぜかと申し

ますと私たち人間がこの地球上に生まれたときの外界，そのときの築物とい

うものと今日われわれが遭遇している拠物というものと比ベて見ますと，これ

は非常に途っているということはどなたにも明らかであります。ところが，わ

れわれ人聞は不思議なことに，いわゆる石油化学産物，有俄化学の合成によっ

て作られた化学物質を，抗原として惣織することも可能であります。それに対

する抗体を作ることができます。これは，決して，神様が太古の背に，人間が

このようなつまらんものを作るから，それに対して防御システムをいれておこ

うと．それほど予見の力があったとは思えないわけであります。これは，おそ

らく今日の非常にラYダムな組み合せのカによってできる抗体分子の中の偶然

の産物から，ニトロフェノーんとかナフタ νγ，そういうふうな有話題化合物に

さえ結合し得るような銑体分子を作る，そういうもとになっていると考えられ

ます。ですから．無駄というのは生命体にとってはきわめて震要なものであり

まして，無駄を保持しているということが長い生命の生存のたたかいの中では

非常に盤重要なことであると考えられます。
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いま申し上げましたことから，抗体の遺

伝子というのは未来に備えているというこ

とが言えるわけであります。今日，私たち

が作っている抗体分子の中には，高接いま

役立つもののほかに役立たないものを路大な無駄として将来に対する備えをし

ている。ギPシャ神話に，プロメシウスに関する怒しがでてきます。プロメ シ

ウスは非常に賢い神様で未来を見通すことができたのでありますが，人類に火

を与えたためにゼウスから乎ひどい劉を与えられたということが衡かれており

ます。抗体遺伝子系はプロメシウ月的な未来に対する予曾能カを持っているた

め．やはり手痛い置ijを受けているわけであります。どういう罰かといいますと．

ヲンダムにできる抗体の中には当然のことながら敵に対する抗体と同時に自己

をも攻撃するような抗体分子ができτまいります．これが．いわゆる自己免疫

疾患というものの原関であるうと考えられております。自己の組織さえも攻援

してくるような抗体が．偶然の組み合せからは当然生まれてくるわけでありま

す。しかし．通常の場合はそういうふうな抗体の.i/Jl生は抑制されております．

それはー怠できたあと． ζれを何らかの方法で緋除する，あるいは事u告書する：；，

Aテムをわれわれ生物が備えているからであります． しかし， そういうシス

テムがうまく働かない場合には非常に震鱒な自己免疫疾患．筋無カ症とか．

9 a ーマチ，＂＂ 9テマトーデスなどの量産病疾患を引き起こすわけであります。

こういうふうな銃体の遺伝子の任意の組み合せで愚大阪の可能性を引き出L

たあと， 必~なものを選び出し：不必要なものを鋳除するという選択システムが

生命体の基本的な原理であります。生命体が考えたのではなくて訟行錯訴の中

から学んだ重要なプリンシプんであると考えられます。とのことは．生命現象

の中におけるおをらく最大の縫としてE草されている神経系の問題，やはり免疫

系に劣らない路大な多様性をかかえた神経系の問題に対しても一つの踏示を与

えるものではないかと轡えられます。神経系統というのは神経細聡がE甚大なヰ

ットヲータの中で．初めて可能になる。もちるん神経系というものも遺伝的な

支配を受けておりますから，鎖的に宮えば賢い人とそうではない人とは遺伝的

に決まっているかどうかという問題を考えますと，必ずしも｝定の法則でも。

て決まっているわけではありませんが，明らかに。繍関関係はあります。ですか

ら神経細胞の飲を決めるとか，ある大ざっぱな枠組を決めることには遺伝的支
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配があることは間違いない。しかしながら同じ遺伝情報を持ちながら，たとえ

ば，ー卵性双生児の錫合のように明らかに¥4なるS古来を生み出すことが知られ

ております。すなわち．環境との聞の相互作用によって最終的な神経系を完成

することは事実であります。このことはどういうふうに考えられるかと言いま

すと，私たちの免疫系と同じように，神経系は綾大限可能な限界を決めてお

る，たとえば，生まれて間もないときは神経系のネットワークは可能な限りの

あらゆる連結をしておると考えることができます。そして，環境との相互作用

によってよく使われる神経団絡はだんだんその回路を大〈してゆき，そうして

それが固定されてゆく。使われない回路はしだいに退化していって織能を持た

なくなると考えますと免疫系統と肉じように最大限，たとえばヨンピューター

で申しますと何万ピットとか何キロ，何メガピットとかそういう最大限の終容

量は遺伝的に支配されますが，しかし肝心なのはどのようなプログラムを環境

との相互作用の中でわれわれが頭の中に刻みこんだかという点にある，そうい

うふうな7ナロジーもできるのではないかと考えております。このようなそデ

んで一一神経系を支配する遺伝子を単商量し，その遺伝子を変えることによって

発現の変化を見ていくということで一一おそらく今後十数年の聞に神経系の遺

伝子の理解というものは急速に進むのではないかと考えられます。

進化の問題でも

さて，いままでお錯ししてきましたこと

は．主として意見たち健体の中における遺伝

子の帯情成，それから分化の道筋というこ

とについてであります。一審最初に申し上

げましたように，もうーつの多機性として個体IWJの多様性というものがありま

す。もちろんこれも，遺伝的な支配を受けておりますけれども，十人十色と申

しますように怠たちお互いに顔かたちが違っておりますが，これはやはり遺伝

的なことであることが明らかになっております。遺伝子が体細胞のレベル，す

なわち，一人の人の一生の問で，先ほど申しましたように非常にダイナミック

な動きをするということは予恕外のことであります。しかし，生物のII史の中

の長い進化の過程で，遺伝子が形を変えてきたであろうことは多くの人が予想

してきたわけであります。もし，遺伝子が不変不動のものであったとするなら

ば，今日のような私たち生物が存在しないことになります。つまり，一番最初

に発現した生物が持っていた遺伝情報とまったく同じ物を生命体が子孫に伝え
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ていたならば，進化というものがなかったわけであります。巡化が起こってき

たのは遺伝子が長い間にわずかずつではあるが変化してきたからであると考え

られています。事実，そのような経鎚は多〈の遺伝子の途いによって証明され

てきております。しかし， ご〈最近まではそのlll:~はきわめてわずかずつの積

みmねであり，1倒か2僧のあるいは数鱒くらいの滋盆の俊換．殴き換えとい

った形の突然変異と．適者生存という自然淘汰とのパヲ γスによ勺て進んでき

たのであるというふうに考えられておりました。ところが．やはり遺伝子の単

緩とその精通告を解析しいろいらな比聖堂をすることから.i草化の過程においても

遺伝子は非常にグイナミタグに動くということが知られております。たとえ

ば，先ほど申し上げましたように．抗体のいくつかの遺伝子というのは蛋白質

に発現される部位が分断された断片として存在するということが明らかになり

ました。 これを構造配列，あるいは且タ yy，石油会社の名前のようですが．

こちらをイ y トp ：，，ζれを介在配列というふうな名前で呼んでおります。こ

の部分はまったく無意味であります。こういうふうな遺伝子，二つの租鎮の抗

体遺伝子を潤ベてみますと，この部分は非常によく似ている。とこるがこの間

は非常に違うというふうな現象が見つかります。おそらく燐悶士．このように

つながっておりますが， ζの隣同士でこういうふうな都分をごく最近に焚換し

たのではないということを鍛測させる事実が非常にたくさん知られておりま

す。こういうふうに遺伝子がその中の個々の猛進の置換というふうな細かい変

異，ち£うど家にたとえて見ますならば．’u枚入札終えるとレったような形

で少しずつ変わっていく．あるいは．タイルlll!::fJえていく．そういうふうな

変異もたしかにあります。しかし，それだけではな〈て．たとえば部座ごと取

り替えるp 二階ごと入れ替えてしまう，そういう品うな非常に大規綾な遺伝子

の変異というものが進化の過程で起こっているということが，多〈の遺伝子系

について今日ではいろいろな薩惚の積立、mねで知られております。もちろん，

ζのような部品の交換は一つの舗の間での出来事が主でありますが．場合によ

っては他の穏との問でこういうことが起こった可能性も十分考えられます。た

とえば，微生物というものは細胞の中にj宣伝子を取り込みさえすれば，それを

ある程度自分の中に組み込んでしまう，そういう性質があります。今日では人

の縫幾細胞におきましτも．よそから DNAをその細胞に食わせてやると，あ

る確率でそのDNAを組み込んでしまう。そして．それが子採に伝わっていく
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ということが知られております。長い生物の歴史の中ではそういうふうなこと

が実際に起こったとしても不思畿ではないと，患います。このような非常にダイ

ナミッタな遺伝子の動きということの結果として，地涼上に非常に多くの種の

分化ということを来たしてきたわけであります。それと同時にまた，一つの種

の中におきましても，先ほど申しました十人十色といった非常に曜大な多様性

を包含しております。私とあなたの遺伝子は必ず遭うということはだれに対し

ても言えるわけであります。これは．これまで生物学者が予想してきた限度を

はるかに凌潟するものであります。遺伝子を単緩してその構造を関ベるという

ことから個体聞の遺伝子の差というものがもっともっと広い広がりを持ったも

のであるということが切らかになります。このことはまた．一体どういう意味

を持つのかということを少し考えて見たいと思います。

個のE車重の憲章量を

生物学的に考える

個体の毒事Z症ということは非常に多〈の倫

理学者，あるいは社会学者が述ベることで

あります。 ;fl.たちは個性を毒事鍾しお互いを

人間として毒事lli'.しなければならないという

ことをいろいろな人から言われますが，その生物学的な意味ということを考え

てみる機会はわりに少ないように怒われます。突は生物，人の簡で，個体が，

備が毒事lli:きれなければならない理由はこの遺伝子の多様性にあると考えてもい

いかと思います。あなたの遺伝子と私の遺伝子とが違うということは，あなた

の遺伝子よりも私の遺伝子がすぐれているということではありません。今日の

ある特定な環境下ではある遺伝子の組み合せが他よりも有利に働くことはある

と患います。また．その時々の価値観によりましてある特定の形貨が他よりも

噂震されることがあると思います。一般的に言。てみれば，今日ではまあ美人

のほうがいいというのが通りでありますから．そうでない人は多少悩む場合が

ある。しかしながら，よく考えて見ますと，奨人の判断遺産単というものは腹史

的に大きく変わっておりまして，百長良朝時代では今日，おかめといわれている

方がはるかに奨人とされていたということが，多〈の.1!11史学者によって指摘さ

れております。問機なことは．他の形貨についてもおそら〈当てはまると思い

ます。将来，あんまり販が良くない方が生き延びるカが強いということが考え

られる。今日．私たちが種の中にこれだけの多線住を包含して，いろいろな形

の遺伝子系．多形性と申しますが．これを包含しているということは．突は先
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ほど，免疫系が将来に備える無駄を包含していると申しましたが，それと問じ

意味合いが考えられます。私たちの種の中には今日の特定の，ある芳、味で非常

に偏った鏑値観では有利に働く個体があるとしましても，環担Eが非常に変わっ

た織合．たとえば。許・常に擦〈なった場合，皮下脂肪に富んだ，今日やや劣等

感をもっておられる方のほうがはるかに生存能力が強仁有利に働〈可能性が

十分にあるわけであります。もし．今日特定な鏑値観でもって弘たち包トの遺

伝子系を一つの形に奴倣させるような方法，たとえば．よく曾われる SF小銭

で出てくるようなクローγ人間．そういうことがもし可能にな勺たとしても，

そういうふうなことが行われるとすれば，これはきわめて危険なことでありま

す。このような特定な遺伝子系で統一された書店というものは．きわめて短時間

に，長い地Eまよの生命の燈史のなかで見，;h.li'.きわめて短時間に波んでいくこと

は，疑いのないことだと判断できます．このように弘たち生物というのは．個

体νベル．また随体問νベルにおきまして非常に広大な多様怯を包含しており

ます。この多機能はすベて遺伝子の中にそれぞれ迷った遺伝情報として蓄えら

れておPます。そのことは個体を噂1liする，個性を尊重する重大な生物学的な

意義を与えるζとでありますし，また，これから私たちが社会で生きていく上

におきましても非常に1盛大な示唆を与えるものであると思います。御i青際あり

がとうございました。

． 
・－

． 
餓演りあと．活発な質疑応答が続きました．それらは量も多〈，かつ専門にわたるた

め．その記録をこ0冊子に掲鍍できないこ主は遺憾です。若い人々からのたくさんの質

問とそれに対する本際数授の熱心な応答は．鵬機会開会後の茶話会でも続行されまL
た．そ舟茶話会は早稲聞大学のご好意によ号. llt草員会易下町生協責盆官会場としておこ

なわれたものです．

袋紙うら写真It.,lift演会とそり茶話会の情最です．このような，なごやかでしかも学

問的な集会が，大学のかベをζえて若い人々を主として．年にI回でもおとなわれるこ

とは，大いに意畿があるといえまし£う。日本物理学会総（Vol.38,No.4 (1983））。

「鋲E看護Jにも嘗きましたが，いろいるな大学りかたから，それぞれの大学の特色を生か

したご協力をいただ〈ことによって． 仁科記念·~副会をまナ宮ナa品－ータな続演会とし

たいと企頗しております．〈玄木英重量髭〉
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C.S. Wu女史の講演

仁科記念財団は今年コロ ゾピア大学名誉教綬C.S.Wu女史を捌いて，東京，

大阪，京都で鎌僚会を骨量しました。 Wu女史は，パ 9ティ ー保存というそれま

では物理学者はみな信じきっていたζとが，突は成り立たない紡合があること

を．みごとな実験で渡明して，物理学を新たな方向に爆発的に発良させるきっ

かけをつ〈った学者です。

i!I品誌は．印象的な写真スライドを鐙r.rに用いた海入の後， Z障演者自身が問題

に挑むにいた。た経線と，実験遂行にあたって出会ったさまざまな量産開を首尾

よく解決していった体験が怒されました.26年前の体験があたかも歓迎閉まえ

のことのように生き生きと怒られ，聴衆に深い感銘を与えました。

（織演会。日時， S埼題．そ0他については， 34ベージ怠照．なお. Wu女史の略療に

つトては，仁科記念財団から第一回の海外旅遺研究者として女史のと乙ろに留学した森

岡正人民が衝いた文$を講演会のどラに印刷しました．それを次に転取します．〉

C.S. Wu博士略医 C.S.Wu （呉健統〉女史は1912年上海也生れ，中国中央大学を

卒業後，カリフォルユ7大学で1940年 Ph.D.,爾来ベータ脳波り実験的研究巳$むし

た．そり後． " sーヨータ市ョ”ソピア大学において＆職巳っき． 1956年T.D. Lee 
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〈李政遁〉博士主 C N. Yang 〈陽援lll）博士の理鎗的自E集応答づき，低磁の専門家.，辛t:, 

の惚カを得て，.fli低温下で舗医したヨパルト60よ争放出されるべ句タ線のf!J分布を測定

L，そ叩非対称性より，弱い相互作用におけるパリテ＜ －－ド保存を，はじめて実量量的に

示した。 ζ<I)~見は． 従来物理学よ不動のものとしτ受11'入れられていた品種の対称性

に対l,,lli:大な反織を拠出するものとしτ，全世界。学界に衝穆を与えた。 Wu女史に

は．との功績に対L，鰐lIID W，。u物理学貨をはじめ．欽多くの賞が与えられている．

Wu i事まは， ミa ーすγ原子のX線を測定L，変型肢の窃起状轡の骸半径が，その£i

底状懸のそれよりも小さ〈な勺ている場合をゆ68年発見している．また告砲の＝.＜＼＇ゾ

チヲタ・アトムにおける分先学的研究より．繋綾子の相互作用，原子紋骨形状．病理学

上への応用にいたる幅広い研究分野において 常巳先駆的第績をあげ，かつ数多くの研

究者を養成Lτいる．

Wu博士は，アメ Pカ科学アmデミーの徴少ない女性会員。ー人で晶る。宮た1975-6

年にはアメ砂カ物理母会会長をつとめた。ヨロソピア大学では Wu博士を顕彰するた

め．ピぉー ピν特別教綬識をftlf!!tしてこれに伝じた• ＂＂＂ピア大学を脱抑年退職した

が．名誉教授とLて大学にオフ 4ス主持ち．研究。 f.lU題等を続けている。

Wu女史の失1'tLuke Y山口〈湾〉樽士は高名な高島ネルギー学者であり．子息v；.世M

Ywn熔土法核カにおけるバリデ，－神保存官。 ロス・アラ毛ス研究所においτ研究中

である．

H悶.3.31111損控博山廷にお吋るν七プシ•>'Iこτ
宜から孫A<晴章．官揖餓人，Wu女史. K•lvi叫先妻
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t貴話室

1939年夏，籾永12一郎博士は，日独交換留学生としてヲイプチヒにあり，掛

川秀樹博士はソルグ品－会臓に招かれたため渡欧してベルり γにあった。突如

としてナチスドイツがボーラγ ドに侵入し．県.必とな。たため，荏独の日本

人は引き上げることにな勺た。以下にかかげるのは，その引上げのあわただし

い体験を線。た朝永博士の仁科憎土あての手紙であ 9，駒込町仁科記念室にの

とされている興味ぷかい資斜の一つである．〈なるべく原文の形をのこしたが．

かなづかいは現代かなづかいに改めた。〉

ドイツからの引上げ船上の手紙

朝永博士から仁科博士へ

昭和14年9}I 13日発信

靖国丸船上

しばらく御無沙汰致しましたがその後お変りないことと存じます。先日'lit殺

をうちましたから，大体のことは御承知と思いますが，今度は思いがけぬ事惣

で急に引き上げのこととなりました。もっとも私はすでに2年たっているので

すから．もう心のこりはないわけですが，それでもあまりやぶから鯵のことで

何だかいまだに妙な気もちがしております。湯川震などはせっかく出てこられ

た矢さきで大変お気の型車なことです。先月25日の夜に総領事館から突然電線を

受取りました。それによれば時局がせっばくしているから，在留日本人引上げ

のため，嫡国ヌLをハンプルPに待話題させてある，至急同船むけ出発されたしと

のことです。なにぶんドイツでは新聞は非常に統制をうけているので．事惣が

こんなとは我々は拶にも思わずドイツ人らも戦争などは百パーセY トおこらな

いと官っているのですから，私もこの電線ー本で出発する気にもなれず，とに

かく電文ではよくわからないからとベルリ Yの方へ電話で問い合せて見ました

ところ，舶は'1:1日未明に出発する， ベルリ γにいる連中で大体そこに験務の

ない連中はもう出発したということでした。そこでその時ベル 9yにいた湯川

itはどうしているかと！怒い，向指に電話をかけましたら，翁の人の話に，もう

ハyプルグヘ出たということでありました。その宿には日本人が十人位いたは
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ずでしたが．全部もう引上げたという絡です。それで私もあまりのんきにして

おられず26日の朝早〈からおきて，大倉tで荷作りをはじめました。そのと

きにまた領事館から電報で少しも早〈紛に来いということで，ひるごろどうや

ら無茶苦茶に荷物をつめこんで．これをもって駅に行ってあずけ，私はベルリ

Yにまずよって銀行の方をかたずけに正金へ行きましたら，船は出帆をまた早

めて関紙でなく今後にしたということです。そこでまたいそいで，、yブルタへ

行きました。さいわい荷物はもう駅についておりましたが，当時赤絹がち孟う

はつされたらしく．大きな釈にたった2-3人より赤仰がおらず，手rJJ物引渡

し所の役人たちもたった4～5人でやっτいて，一向らちがあかず，人々は引

波し所の前にたか。ていて順番をまっていては出帆に間に合いそうもないので

無理に自分で狗物おき場の中に入れてもらって，役人に少しお金をやって．と

くベつにはこび出してもらいました＠総についたのは出机の15分位官官でした。

船はまずノーんウzイのベルゲンに行き．ここで綾子を見ておりました。事態

がこれでおさまればまたハYプルタにかえる，そうでなければパナマをへて日

本へ向かうということであります。ベルゲンに約E 週間おりましたがそのあい

だにとうとう英仏が宣戦しましたので紛はハンブルタにもどらぬことになりま

した．しかし船はパナ守に行く前に＝－品－aータによりますのでアメリカによ

践できるかと怒っておりましたがずィザをとる問がなかったので．これもどう

かわかりません。しかし今は全く危険区域をぬけましたからあとは船に身をま

かせてかえる次第です．この晶、は多分10月の中どる日本につくことになるで

しょう＠アメ担カに上E輩出来ればまたいくぶんおくれるかもしれませんが，い

ずれにせよ間もなくお目にかかれることとたのしみにしている次第でございま

す。

右ち主っとおしらせまで

9月13日

仁科芳雄様

朝永録一郎
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ヘグェシー・仁科 書簡集

“G. HEv邸 y-Y. N !SHINA, 
Correspondence 1928～1949”について

仁科記念日書簡は． ζ のほど PublicationNo.17としてへず皐＂＇ ー救綬

(1885～1966）と仁科博士の往復織術祭を出版した． ζ れは仁科憾士がコベソ

ハ目ゲγから持ち帰った手記や婦問後数年間外簡の友人から来た手紙をいれた

抽出しがあかなくなったまま~。ていたのが．主主化学研究所の埼ま県和光市移

転後に．資料議のl'!備のr;',lに,Ii見された。この書簡集。t，その資科の3震と駒込

の「仁科記念室」にある資料のなかに見幽されたへず阜、ンー教授の手傷きの嘗

筒および仁科博士の手紙の下型陸きをもとにしてまとめたものである。

仁科博士が足かけ6年のョベy，、ーゲン留学中におこなった研究のうち，オ

ス:J,－・タヲイ γとともに導出したタライ Y 仁科の公式は宥名であるが，そ

れは留学の綾後の年の仕事であって，初期にはX線分光学の実験にたずさわっ

ていた。 ョベンハーゲyでは1922"f.t：こへグェシーがコスターと共同してハフ

品ウムを発見している。そのこる， フランスの化学者で72帯元繋が希土類の

鉱石から待られたと:tllaした人があり，ポー7は原子構造建諭によって希土書耳

元覇者は71番までと守P曾していたので，化学的滋賀が典なるジルヨユウムの鉱

石から 72番元素ハフユウムが分概されたことをたいへん喜んだ。その後まも

なく 2ベYハーゲYに粧し、た仁科博士は，まず：， ＂ターとともに希土類の前後

まで合tr原子番号の緒元繁のX線スペタトんの研究でポー7の理論の一騎詳し

い裏づけに貢献し。ヨスターがオランダに帰。たあとでは，X線を使う実験の

主任として．ヘゲ%＞＇ ーのジルョzウム鉱石のなかのハフsウムの定量分析に

寄与した。共事号車歯文こそないが彼の実験的才能はへず忠シーに君事く（8顕在れ，

後が3年間デγ守ータのラルフ ・品ルステタド財団の奨学金を得たのも， へ

グ%.ンーがポー7にすすめたためと推察される。

彼の帰鼠のとき．へ，•'I% シーはすでに南極lフライプルタの大学に総任してい

て．会うことができなかった．そのことを残念がった1928年11月28日付の

手紙から。戦後にと科博士が健症であることをアメリカで聞き知ってよこした



へグaクー仁科書倒壊 幻

業省まで，時には途されながら20年あまりにわた。て文通が続いたのである。

へゲ＂ .ノー教授からの手紙はいつも，特徴の主主だしい手傷者であった。 仁科

縛土も最初のころは手・きであるが，念入りに添削した下司書きが残っている。

ただ1犯8年に帰国の際に出した手紙をはじめ。いくつかについては下積きも

発見されていなL、

今回出版した禽簡集は，原文だけを鍛せてあるので。ここですこしばかり解

総と注を書くことにする。

Hevesy Frciburg 18 N。v.1侶8

帰属の際に会えなくて遺僚という健旨のほかに，へヴ第シー教授自身．

Frankfurt大学からの招きを受け， Freiburgに留まるか．その滋択に鍬慮、を
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mねている，ということが脅かれている。

Hevesy Freiburg 24 April 1929 

「来紡した井上，松野両氏からあなたが結婚したというよユ aースを附いて，

！／.！に伝えるため家へとんで帰った」という，祝箔の手紙。人生の先議としての

助曾が述べてある。

Frankfurt大学への転任問題については熟慮の末，辞退したこと，Ott。
Sternが代わって招かれたことが述ベてある。 1930/31年度に訪米するつもり，

帰途日本にも行きたいが．しかし「あなたがそれよりも早〈ヨーロッパヘ来ら

れるよう希製する」と書いてある。また．母堂に会いにTirolのMer舶に

行っていたとき，ボー7教授からかってヨベy，、ーゲYで共同研究をした人々

の会合への招きの旬報を受けたが， Meranを離れることができず，出席でき

なかったことも書いてある。〈この会合は．毎年復活祭の休みに俄されること

になったポーア教授をかこむconferenceの第1固にあたるものである。〉

Hev田Y 15 Aug. 1鎗9（絵漢書〉

ケープタウYで他されたB山,senAss田 iationの会合に出席した際に， グィ

タトリ7滝を見物Lて書いた便り。

Hev田Y 25 Nov. 1929 （絵葉書〉

木村・高嶺・仁科3人の寄せ書きの築篠へのお礼が儲かれたこの絵葉書に

は， Welsbach裁が写っており，この銭の主アウアーがその変逝去したことを

悌んでいる。アウアーー フ...,, グェルスバッハ（1858-1929）は，自分の裁

に化学実験室を持っていた希土鎮の化学の構成で，へグ呉，；，一 仁科の，、フニ

ウムキ希土鎮の研究の帯力な協力者であった。ジルヨ品ウム鉱石中のハフユウ

ムの定量の研究では，かれが提供した純度の高い71寄元紫〈今ではフラYス

の化学者が唱えたルテチウムという名で呼ばれているが， へヴ異シ一 仁科

は，アウ7ーが唱えたカシフfベイウムの名で呼んでいた〉が用いられた。

Hevesy Freiburg 9 Jan. 1930 

訪米の帰途日本に寄って鰐演をするようにとの紹鳴に対して感秘している。

紡日の時期として翌年2月末から3月半ばまでを希盟している。

前年12月16日の仁科博士からの手紙（これは下曾きも見当たらない〉のな

かに．雑用に忙しくて研究に噂心できない嘆きが述ベてあるらししそれに対

するなだめの言繋が曾かれている。
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Hevesy F reiburg 24 May 1931 

訪日の楽しかった思い出を書いている。夫人の時計が盗まれた事件でいろい

ろ手をつ〈してくれたことに感総している。石犠博士とウィーYの Bunsen

Associationの大会で会ったこと， プラァセルの大使館気付で長関樽±を招聴

する手紙を書いていると述ベている。

Hevesy Freiburg 27 July 1931 

2月7日および10月7日付の手紙〈これらの手紙の下嘗きも見つかってい

ない〉に対する返事.ii:6搬教授からも長問教綬からも使りがないが，長岡博士

はベル自ンにいると聞いた；ガイガーの手紙を開封するが．それは返してくれ

なくてよい，など。

失人と子供l'iデYマークのH。rnbaekに出かけたこと．石容量博士やFassler

の研究のことが省いてある。石橋憎土がTi/Baの混合物に除袋線をあててX

線スベクトルで混合比を測る広汎な災験をおこなって，Tiの潰股が小さいと

き．照射1時間が長いとき， Ti/Baの比が大きく出ることを示したとと。

大学の予算が削減され，助手の給終が減らされて．不愉快な患いをしている

と縫いている。紡自のとき鎌倉で織った写真を同封する； 9月にはBunsen

A持。dati町三の会合やFaradayの百年記念の会に出席のためロンドYに行くこ

となどを述べている。この手紙には7月31日付の,s伶で.v幽から釆t.：.手紙

を同封する旨が記されている。（書簡集の苦tli<うらの目次で・＇（ PostCard）”と

なうているりは鋲りにつき訂正する。〉

Nishina Tokyo 24 Feb. 1933 

Jlll制送付に感謝し，へず£シ】教疫のSmの放射能の発見にお祝いを述ベ

ている．原子核の人工事E換の研究に進みたいと，金属ホウ＊ゃ金属ベリ担。ム

の入手について助言を求めている。（そのζろ仁科博士の研究室では怨絡を用

いる宇宙線の研究をおこなっていたが，前年の中性子発見に刺激されて，原子

核の研究を鎗めた。〉

Hevesy Fr剖burg 26 March 1933 

へグ£シー教授が日本の原子銭研究へのZ耳切な緩lJ/Jを約した手紙である。必

要とするベ日 9ウムの殺を知らせて〈れたら．ただちにカールパウム社に発注

して送らせるようにLまし主う．というのである。

この手紙には．サマリウムの放射能モの他研究上の事柄のほかに， ドイツが
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ファシスト国家になったことについてふれている。

ポーア教授の消息については，夫人に来たポーア夫人からの手紙に，ポーア

教授はこの夏シカゴを訪れることを考慮中であるが，いつ出発するかはまだ決

まっていないと惨いてあったと伝えている。また，ポー7教授がヤヨプセンの

邸に移ったこと，そとには5人の庭舗が働き，家庭はスマートで大きなパー

テ4ーができるようになっているなどと， コベy，、ーゲンから来た若者 Bjen・

senの話を伝えている。

Nishina Tokyo 5 May 1933 

ベyyウムについて，へヴェシー事責綬の貌切にte,制している。また，プνー

トかシートの形のものを欲しいこと， Rudolstadtの“PMnix”に発注したこと

を告げている。

この手紙には，計数管で制御する霧絡で宇宙線粒子の飛跡を織る方法を1年

ほど君主みていたが， ~聞のプラッケットが同じ着想で先に成功したことが書い

てある。元察の人工変換の突験についても，巡みはおそいが，努力すると述ベ

てある。

ドイツのファシズムについては，多くの物理学者が反ユダヤ運動で普しめら

れることを心配Lている。日本も反動化の時代だが，まだ政治にわずらわされ

ずに科学研究ができる。しかし，通貨の価値がさがって．外国から裟慨を買う

ことがほとんど不可能になり，自闘で作ろうとすると時聞がかかると嘆いてい

る。

この手紙でも，ポー7夫婆の勧自について熱諮が揺られている。

Hevesy Freiburg 4 June 1933 

カールパウム祉にベyyウム 2gを発注したと告げ，また，ジーメンスの指

君事的冶金学者に会ったら，カールパウム祉はたぶんジ四メ Yスからrtった材料

からベyyウムを精製している，フッ化ベPリウムとフッ化バリウムの混合敵

解物を電解する刀法をとっているから，いくらかバ担ウムが含まれているだる

うとZ寄ったと伝えている。

包ーロッパの原子核物理の研究のいろいろな話題を述ベたあとで， へヴ z

シ一重量授は， ドイツでは通貨の下務はないが，給料はひど〈減った．たとえば

自分の俸給は半分以下になったと述ベている。最近ドイツでは日本人に会わな

くなったが。通貨のせいもあるのだろうとも嘗いている。ポー7夫褒の消息に
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関しては， 4月末にニユューヨータ着，シカゴに向かった，カリフ才ルユ7を訪

れるかどうかは知らないが. 8月に自分がヨベy，、ーゲンに行くとき．そこで

会えるだろうと述ベ．また．久しぶりにデYマータへ戻れることを楽しみにし

ていると嘗いている。

Nishina Tokyo 18 July 1933 

カールバウム社にへヴェシー教授が発注してくれたベリ官ウム 2gが近いた

こととそのお礼．また。サマリウムの敏射能に関する論文と BunsenA盟ocia•

tionにおける鯵演を興味ぷかく綬んだζ とを述ベている。

宇宙線粒子に関する研究については．まもなくよい写真が煉れると怒うが，

日本の"Siは暑くて．ゼヲチγゃFリースがとけて厄介だと嘆いている。陰陽電

子の対の生成に関するim鎗的研究に興味をもち．助手とともに計算を始めてい

るζとにもふれている。

へグェV一連立授からの「日本では生活貨があがって奮しいのではないかJと

の質問に対して，いまのところ，さほどではないが，この状態が永〈統〈かど

うかわからない。輸入品の飽段はあがったが，隠i¥i品で生活するかぎり図らな

い。 と答えている。ただし， 実験装flなどを外国から~うことは悶簸になり，

不自置を感じていることが，ここでも繰りかえし述ベてある。

Hevesy Hombaek 4 Aug. 1933 

ポー7教授と Gillelejeで会ったとき，あなたのうわさをした， ポー7教授

はあなたに手紙を省くひまがな〈て遺憾であった，来年はぜひ日本に行きたい

と恩。ていると怒ったと，ポー7教授の近況を伝えている。子供たちが美しい

海辺で楽しんでいることを述ベ．自分は月末にハγガリーに親戚を訪れるつも

。と省いている。

べPリウムが無事届いてよかった，これからも2ーロタバから手に入れたい

物質があったら．何なりと遠慮せずに曾ってよこしなさい．という波切な約束

も述べられている．

仁科縛土が骨.£1-を惜しまずに北海道にも出張して盆子物理学の鱒畿をする活

動性をへゲa シー数綬が!I§バウロの伝送になぞらえてたたえているのは， ζの

手紙である。へゲ暴シ一級授はまた“険組線効果”の正体をさぐるために， Sr

に混ぜて対E量級におかれた放射性 Pbのα織と r緩の同時測定を初期する実

験について述べている。〈“陰緩線効果”とは．かつてコベγハーゲYで仁科
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博士がジルヨ ミユウム鉱右中のハフ sウムの定量分折をX線分光学的におこなっ

たときに気づいた，除経線をあてる時間の長短が結果に影轡する現象である。

へずェシーの今度の研究では， PbL,../SrK.，の強度比を対象とL，その変化の

原図を採るものであった。〉

その後，へヴ易シー教綬は，いろいろな元紫の放射性筏績が得られるように

なったことに策目して，生物学的研究へのトレーサーの利用に進み，仁科博士

は加速器の研究にカをそそいで1937年には環研の小さいほうのサイタロトロ

γをJ!!a宣した。ながい待鑓のすえに。ボー7教授の招勝も同じ年に実現した。

そのころ，コベンハーゲンでm-7教授の留守をあずかっていたへヴ昆シー教

授にあてて，つぎの手紙が仁科博士から送られた。

Nishina Toky。17Feb. 1937 

ノルスタ ヒドロの冠水のョベy，、ーゲYにおける値段を知りたいという書

き出しで，日本ではm水の他があがった。今までは科学研究用として直接供給

を受けたため半値でよかったのが，商社の手を通すことになって値引きがなく

なり，サイクロトロ γで中佳子の笑験をするのに図勺ていると訴えている。そ

して．もしコベy，、ーゲYでこちらより安＜.ftえるのだったら，われわれに代

わって貰ってもらえまいかという相絞の手紙である。

ポー7教綬は4月15日に到着の予定。待ちわびた後の再会をたのしみにし

ています，と禽かれている。

Hev借y Copenhagen 8 March 1937 

m水 1，α)Og（純度99%）をノルウ足 ーに発注した。ポー7の研究所へ2,500

ノルウ昆ー ・クローネに当たる額〈ポンドでもドルでも任意のスカ Yジナピア

遜貨でもよい〉を送ってくれ．送斜や保険料は後でよいが，研究所の現金も余

裕がないので，上reの金は早〈送ってほしい，と密かれている。

娘が生まれて子供が4人になったことを伝え，研究所の生活はいつものとお

り楽しいが，日本から来ている人がないのは残念だ，共同研究者はイギリス．

オラ γグ，チzヨスロバキ7およびドイツからの人たちだ，と述ベている。

Hev田y Copenhagen 14 May 1937 

滋水は6月21日横浜に活〈予定のイギリスの汽船で送った。送料，保険

料の 112デンマーク ・クローネ ・7且ーレをついでのとき支払ってほしいと述
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ベてある．

7リタシa縛土とコヲホ博士が最近ノルスタ・ヒドロから借りた10%m水

ωリットんを用いて!!'l収の実験をおこなった。私はいまほとんど生物学的研究

ばかりしてお哲.その仕事にたいへん忙がしい；かつてハフユウムを結＆にし

た実験室に，いまはネコの肝臓，ヰズミのr，歯，イヌの血液がある。Temp。ra

mutant町！

あなたは．ポー7教綬とボー7夫人にたいへん楽しい経験をさせてくださっ

た。デソマークの新聞は，かれらの日本滞在とL哨‘に歓待されているかに関す

る砕しい＝－ 易 －スを載せています．

Nishina 28 August 1937 

l待問が得られたらil[ぐ返信を嘗とうと，＝過の手紙を気がとがめつつ持ちあ

るいていました，とわびを述ベている。滋水l'l6月20日に無事属いた。サイタロ

トロ yで中性子をつ〈るのに用い，使用のたびに感総の念を新たにしています。

ポーア教授と家族主f日本に迎え得たことは無上の喜びでした。それは弘の学

問生活にとって生涯忘れることのできない激励と滋発でした。われわれは．か

つてあなたも紛れた日本のいろいろな名所をー績に旅行しました。かれらは平

和な時に来日して寧いでした。今ではもうはげしい電車いがおこ令ている中留を

通って帰ることは不可能です。このような惨禍を避ける方法を見出し得ないこ

とはまったく不意です，と衝いている。

ついで，ヘゲェツ－fk授の総文キポー7教t量。話かち，かれが生物学で先駆

的な仕事をしていることを知っていると述ベ，自分のところの研究者も．中性

子で起きる生物学的効果を研究していることを告げている．

このあとにe サイクロトロンの機子に関する報告が続く。

われわれのザイ PP トロンは2.9MVで3～4i,Aを与える。 1lt流を増加さ

せようと綜みているがまだ成功していない。ポーア教授からお聞きと思うが．

約220トYの電磁石を建設して． うまく働いたら 25弘，れfのピームヵ：得られる

ものをつくるうとしている。カ目フォルニ7大学のロ－V：／；＜教綬はたいへん

緩j;Jにわれわれのために磁石の鉄を注文してくれ．われわれは翌年それを完成

しようと望んでいます。そのようなサイタロトロ γを建設し燥終ずることは容

易ではないことを承知しています。おわりに，もう－!ff'Iii:氷についてお礼の

曾業を送ります…・0・。
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きて，この手紙とほとんど入れちがいに，そのlli水のためにポーアの研究所

とノルスグ 包ドロのあいだにおこったトラブルの解決を伝えた手紙が省かれ

た。そのトラブルというのは，ポー7の研究所で実験に使うというので値引き

しているものを，ノルスタ ヒドロから見れば得体の知れない日本人に転只す

るなど，不吉都合だというのである。ポーア教授が自分の留守中に商智慣に暗い

研究者がした過失としてわび，日本の仁科について説明する懇切な手紙を曾い

たおかげで，ノルスタ ヒドロも諒解して円満な解決が得られた。へヴ昆シー

の2通の手紙は，これにふれている．

Hev桔y Co酔nhagen 30 August 1937 

向3請して最近あなたの鉱水に関連して研究所とノルスタ ・包ドロとのあいだ

でかわされた祖書簡の写しを送ります。見られる通り，ノルスタ・乙ドロの最後

の省簡はたいへん親切な筒子のものです。ポー7教授はこのような解決をたい

へん喜んでいます。訟がこの往復衝簡をあなたに見せるわけは，ポーア教綬が

この事件でとった態度についてしらせたいからにほかなりません。

次の週には．研究所でConfer即時がおこなわれます。あなたが出席できな

いことは本当に残念です。

Hevesy Co酔 nhagen 7 Sept. 1937 

このあいだ研究所とノルスタ ヒドロとの往復術情の写しを送ったが，もう

2通追加します。中鼠でおこなわれている戦争で研究がさまたげられないよ

う初る。饗と2人の小さい子供はまだTisvildeにいて，美しい駄色を楽しん

でいます。婆と犯は来月ポローニャにおけるガルグァ品の二百年祭に多加する

つもり。

Nishina Tokyo 3 Oct. 1937 

Hev幅y救援の8月30日付と9月7自の手紙および研究所とノルスタ・ヒド

ロとの往復書簡の写しの開封に対するお礼で始まり， rm水問題でポーア教授，

あなたおよび研究所全体に迷耳目をかけて申訳ないJとわびている。そしてポー

7教授があのようにgracefulな仕方で解決に導いたことに深〈感謝している。

サイタロトロ γについては3MVで 15μA出ていると報告している。

つぎの手紙は， ドイツ寧占領下で検閲を受け。封筒にはシベロア鐙由に変更

の指定がなされている。へず昆シー教授は訪日するつもりで入聞の手続につい
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て問いあわせ．それに対して仁科縛土は関係方面に問いあわせた結果な電報で

しらせた。そのときのものであり，ただ一つ， ドイツ絡の手紙て’ある。

Hevesy Tisvildeleje 24 July 1940 

明E級事事受，お骨折りに深〈感謝します．あなたと木村．飯盛そのほかわれわ

れの共遜の友人たち皆と東京で再会できたら．大きなよろこびです。前のVi日

のおりに受けた親切を思レ出しています。とんどの銀行は可能かどうかわかり

ませんが，いずれにせよ 9月より官官ではな〈，またこんと・は5揮を連れてはいか

れません．計画がきまり次第おしらせしま-t.:f.-7教授はあなたからの来｛置

をよろζぴ．すぐ手紙を省〈と曾っています。かれはいま骸分裂iζ関する論文

を執雛中です。私は:11yウムとナト日ウムの新車世代田Iの実験について省いてい

ます。サイクロトロンは動いているが．放射能の強いプレパラートをつくるこ

とには成功しτいません．ことにカリウムの強いプレパラートが必要なので

す．ナ争リウムはやさしいが生物学上の興味はすくない。あなたの訴しいサイ

クロトロ γはきっと強力だろうと思います。日本におけるあなたの裟院や業績

を見ることができたら悠l..l～......。

〈このように。理事Fのサイクロトロソに大きな期待をかけたものだ勺たが。へ

ゲェシー数段のζの紡自のtt爾は笑現しなか。た。〉

Hevesy Copenbageo 6 July 1948 

これは絵業省である．

われわれは過去9年間しばしばあなたと木村と日本にいる友人みながどうし

ているかと案じていました。わたしは先月アメリカに3週間滞在したおり会今

た Dr.Bruesからあなたが他者と聞いて喜びました。ポー7f位授失望Eの楽しい

団らんに加わるために2 ベyハーゲ川こ来て．いまは型車と末娘とはSkogenに

います。 2人のよの娘はイギ V；叫こ．息子は兵役でスウ易自デンのヰt官官にいま

す。われわれはおもにλ トッタホルムにいるが？仕事はポー7の研究所でして

おります。研究所はいまは大き〈なりつつあります．東京での楽しか勺た日

日，それよりなお，あなたが2 ベンハーゲンにいた楽しかった年々は途い過去

の思い出となりました．しかしコベγハーゲYは大して変わ勺τいません，前

ほど量豊かで！＇！頓されてはいないけれど。わたしも袈も，みなが干写会できる日を

待ちのぞんでいます， … 。
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Nishina Tokyo 26 August 1949 

一年ほど前にきれいな絵業稽を受けとり，なつかしいあなたの手・きの手紙

を緩んで，どんなに喜んだことか．いそいでおしらせするが．わたしは9月

14-16日に聞かれる！CSUの総会に出席のためコベγρーゲンに行〈ことに

なりました。 BOAC機で9}I 8日に東京発.＂γ ドY経由で9月13自にヨベ

γハーゲンl乙Ji!i＇きます． 2ベンハーゲンから帰路につくのは． たぶん9月22

日ですが，もしパPで閃かれる UNESCOの会合に出席することになると，も

っと平〈出発しな〈てはならないでしょう。わたしの旅行費用はUNESCOに

払ってもらおうとしたがだめで， 東京におけるGHQが費用をも。てくれまし

た．再会できたら態しい。 日本ではすベてのことがまったく変わってしまいま

した。あなたは第二次大峨の官官の日本を見てよいことなしたといえまし主う。

Hevesy Stockholm 15 Sept. 1949 

あなたがもう一度コベYハーゲYの研究所となじみ深い街々を動き回るであ

ろうことを聞くことは何と大きな響びでしょう。私は8月にポー7の研究所に

いましたが， 10月にまたそこへ行きます。今月はストタクホルムでJ.l[!llfな仕

＊があるので荷量れることはできません。わたしはあなたがこの美しい都市・を紡

れ．シーグバーγの特色ある研究所を怠鋭することを切望します。あなたの手

紙を受けと。てから．わたしはただちにシ－グバーY教授に連絡して，あなた

を研究所で自摩滅するよう招いてはどうかと提案しました。かれはこのま軽量巨にた

いへん喜びました。ぜひかれと打ちあわせてほしい．いつ来るか，しらぜて く

ださい。空港か駅かに迎えに行きます。

不安の数年，わたしは委としばしばあなたや日本の友人たちの安否についτ
話Lました。烹京であなたに会ったシカゴのDr.Brues からあなたが元気だ

と聞いてホッとしました。まもなく元気な安をまのあたりに見られることを襲

とともに待ち怨んでいます …． 

〈へゲ昆，；，ー教授のこの鈎鑓は． しかしj結局かなえられなかった。仁科博士

の飲が戦後の占領下の情勢で制約されたあわただしいものだったからである。）

以上で，へヴzシー・仁科書簡集の続略。鋭”をおえることにする。ったな

い鋭明で申i!J'1ないが，原文を!l,i:んでみようという心をおこさせるよすがともな

れば幸いである。〈ま木英~記〉
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仁科記念財団の活動

ー一昭和 57年度一一

I. 仁科記念賞

本年度は下記2件2氏。研究に対して蛾患した．

受賞者 筑波大学物理工学系助事監授 安藤恒也

研究題目 MOS反舷滑における二次元電子系白建治的研究

推 Ill現 由

電算慢暗記憶および総理素子としτ霞袈な役割を担う MC応 〈金属一般化物『半a事
件〉反転腐の三次元電子系は． 量子化， ~体効JI! . ~震敏乱など物性物理の議礎にか

かわる鰐現象を制御可能な条件の下に実現できる際舞台である．乙こ約判Fにわたる

その研究の顕替な発展町中でe 安康氏はその理由白的側面を実質的に忽。てきた郊一入

者で晶る．

特に I)=?.t:ii:ザプバンV構過と光!I!収における多体効果の予測.JI）ザイクロト

ロソ共鳴における貸手扱動効泉町子育，ill）強磁場下電流磁気効果におけるこ次元特

有の効黒白定量的研究は．いず札も明快稽敏な現蛤として高い評価を得たばかPでな

く，内外申実験的研究に指針を与え．かっそれによ0実挺された。

なお 回〉のー連0研究は，v。nKlitzingらによる量子ホール効果発見へ0一つの繁

地r.:.な。たと考えられるが． そり正磁な位置づけは，量子ホール~果自体の運輸的解

携を室。てなさるべきであるう。

受賞品世 日立製作所中央研究所主任研究員 外村 彰

研究II!目 電子線ホログラ7，－法。開発とその応用

雛週監理由

外村氏削教学にわたる努力の結果，電子線ホログラフ 4 ーという訴訟術の1111~に

成功した．電子線＊＇Pグラフィーは電子放によって作られたホロ〆ラムをレーザー先

によ。て再編成するもので， ζれにより外村氏は高分解能をもっ電界放射m11子額面責
餓を完成した。電子線ホログラフィ ーによれば電子織の位栂を見ることができるので

例えは活性務担院の隊東分布の鍛観的定量的観測が可能になり．将来$.!Ji(デバイス0開

発研究拡大きな寄与を示すことが期待される。外村氏は最近この方法によ PAharo-

nov-Bohm効果の安註にも成功している。

2白 仁判官E念鴎演会

本年度は次の記念録演会を関脱した．

..地方鵬演会

日時昭和57年5月15日〈土〉 午後2時～4時 〈開場l時半〉

場所名古盛大学工学部4号館携会h
S開演「鑑低湿の世界j 東京大学物性研究所所長 中働~綾



割

b. i:fl28固定例甥演会

日時昭和57年 12月4日〈土〉 午後2時－4時｛開場I時半〉

場所早稲聞大学理工学部57号 館 鋭 番a描
映画「免疫を探るJ

m泌 『動〈遺伝子ー免疫現象の分干遺伝学的議礎J

大阪大学医学部敬蟹 本民主 佑

c. " p Yピア大学名誉e:綬ウー〈呉健施〉女史官招いての特別m演会

OIO:t女学理学都と共同主催〉

日時昭和58年3月31日〈木〉 午後3時四4時半〈開場2時半〉

場所東京大学理学部4号館1220号室

鶴演 TheDゅeeveryof the Parity Violation in Weak Inter前回。阻dIIS 

R同e叫 Devel。pments
C.S. Wu教授

なお，ウー教疫には，下犯のとおり関西で続演をしていただいた。

4月4日〈月〉 大阪大学理学部〈大阪大学窓学部共同主催〉

4月5日〈火〉 京都大学l!;礎物理学研究所〈京都大学蕊礎物理学研究所ー京都大

学理軍部物理盟学事主筆共問主俄）

その他 東京大学と共同主催でCERN所長シgヲバー憎士による講演会を僻した．

日時昭和58年 1月 17日

場所東京大学護学部4号館1220号議

Ill~ CERN and LEP H. Scliopper博士

3. 仁科犯意奨励金

本年度は下1fGのシγ,tiジウムに援助した。

.. 対象： Sym凹siumon Gauge 割問。町 andGrovitati。n

l鈎3年8月21日～例日

金額 1，α)I)，似ゆ門

代表者大阪犬学理学錦繍師 創谷暁夫

怠加者国内152名，国外27名

b 対 象：!ntcnahonalMeeting on Tra附山。ato "New T目指。fOrdered 

Phase”1982年9月 11日～13日

金額・ 2，ぽ同，仮泊円

代褒者：大阪大学基礎工学部設授 長谷阻 !Ji－郎

容加者・国内80名，国外'o1名

4. 研究者の；耳鼻派遣

昭和57年度海外派遣研究者

東京大学大学院理学系研究科樽土線fi¥3年 手 嶋久三

f宮学先 ヲ昆ルミ国立加速信研究所〈アメ Pカ〉

研究目的制。malousWard identityにおける発散の処理の蒋検肘及びdy・



仁l~liUr.陣t簡の話量b 3S 

nami同lHiggs mechanism 申模裂と lOOGeV債畿の現象への反般

大阪大学理学鶴助手 獄 健男

留学先インベリアル大学〈イギ担ス〉

研究目的磁気体積効果等の物性の研究及び’h引田mL,si。nり実験で得られて

いる動的な現像り理路的研究

昭和55年度源jft，留学期間活ti
早稲悶大学製工学研究所奨励研究生 ま倒 5聖堂

留学先 ソ連νベデフ物勉学研究所

研究目的字jlj線を用いた魁高£ネルギ一段衝突による新しい裂の核相互作用

申研究

G. その他

広報舷Nisl、inaKinen Zaid加 16者出版した．



謁

財団法人仁科記念財聞役員名簿

〈昭和58年 9月現在〉

理事長 久 保宛五

常務理事 玄木英Z草 宮崎京高雄 持組 司

理 本 芦原義lli 安藤量量保 石川l六郎 稲山 J!i'.11: 井上 預

太田新太郎 ヨF 隊司 駒井健ー郎 佐波正ー 量生見 :t:郎
永 野忠雄 筒郡敬ニ 脇山 道夫 浜悶達二 土方 武

平紫外周 E書官次笑 湖国 庄 三 宮島施輿 吉JII清一

I,; 司悟 小山五郎 位冷木秋生 瀬川拠能留 回島英三

勝儀良 赤 婦問郎 賀原畿lli: 有山 鍛孝 安勝星量禄 池田長生

石 川六郎 石自暗幹｝郎 伊藤逮ニ 稲山嘉覧 井上 1聞
岩佐凱;l! 組村現時，也 江戸英雄 太田新太郎 小田 稔

鼠戸健ニ 鎌田申ー ヨF 自主司 木村総二郎 久保亮五

小谷 正織 ’ト林 ft 駒井健司直事 小山五郎 援弁~失

佐々木秩生 佐渡疋ー 杉本疋雄 瀬JII~豊能留 竹内 征

竹 中錬ー 武見太郎 岡島英三 ま木英彦 中級良平

永野 1ft綾 1輔自拡敬ニ 西川哲治 酒島和彦 西村 鈍

仁回 勇 Ml山 道 夫 花村仁八郎 浜間違ニ 早川綜男

掠 主税 土方 武 平掛外四 弘世 現 猪井伸二

伏見 E賢治 勝吉次英 姻回庄三 三浦 功 宮崎支喜雄

宮.flrIi!興 向坊 隆 村越 可 山崎敏光 山本滋左衛門

古JII清一

巡銭安員 池田長生 小回 稔 鎌田 申 ー 上坪霊＂'It 間島英三

量量沢 ft 中根良平 西島和彦 仁科蟻ー路 西村 純

Ml山道夫 原 康夫 浜田速二 広飽栄治 lfi剖忠男

丸森型車夫 三浦 功 山崎敏光 芳田 E量 和問砲丸

事 務局 横山すみ 和m千代子 高Illill子


